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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　
　Ｔ細胞がウイルス・バクテリアなどの異物を認識すると、Ｔ細胞増殖因子IL-2およびIL-2受容体(R)の発現を誘導する。IL-2Rは, , の３種のサブユニットから構成されており，IL-2を介してヘテロ３量体を形成することにより、Ｔ細胞内に増殖シグナルを発生する。ヒトIL-2については三次元構造が既知であったが、IL-2Rについては、, , の何れも構造未知であり、IL-2とIL-2Rの構造を基にした認識機構については知見が得られていなかった。そこでIL-2とIL-2Rの複合体の結晶構造解析を行うことにより、分子認識機構を明らかにすることを計画した。
　IL-2R細胞外ドメインのC末端にHis-tagを付加する様に遺伝子の改変を行い、大腸菌を用いた発現系を構築した。その後、Niカラム・ゲルろ過・イオン交換クロマトグラフィーにより精製を行った。IL-2RおよびIL-2Rの細胞外ドメインにはN型糖修飾部位が各々４ヶ所および６ヶ所あるため、CHO変異体細胞であるLec 3.8.2.1 (LecR)細胞を用いて発現することを計画した。LecR細胞が産生する蛋白質は、endoHを用いてNアセチルグルコサミンを１残基残して切除することが可能であり、結晶解析に適している。そこで、IL-2RおよびIL-2Rの細胞外ドメインの安定発現株をLecR細胞を用いて構築した。L-2Rについては、高発現株の選択・精製・結晶化を行い、微結晶を得た。IL-2Rについては高発現株の選択を終え、大量培養・精製法を確立した。
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	欧文概要　ＥＺ

 Under existence of signals from both of T cell receptor and CD28, T cells are activated, and then express T cell growth factor IL-2 and its receptors. The IL-2 receptors consist of three subunit ,  and  chains. Timerization of the IL-2 receptors mediated by IL-2, produces T cell growth signal, and activates T cells. To understand this T cell growth signalling complex formation, we started the structural studies on IL-2 and IL-2 receptors.
 We cloned IL-2R and IL-2R from T cells. The extracellular regions of IL-2R and IL-2R were expressed in Lec 3.2.8.1 cells by using glutamine synthetase-based gene expression system. Then these proteins were purified using Ni-affinity column and gel filtration. Both proteins were screened for crystallization trials using Fludigm-TOPAZ system. Tiny crystals of IL-2R were obtained by this screening.
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